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全 員 協 議 会 記 録 

令和4年2月24日(木) 
14時05分～15時32分 
議場 

〔出席議員〕  

   笹田議長、川神副議長 

   肥後議員、村木議員、大谷議員、三浦議員、沖田議員、足立議員、村武議員、 

川上議員、柳楽議員、串﨑議員、小川議員、上野議員、布施議員、岡本議員、 

芦谷議員、永見議員、佐々木議員、田畑議員、西田議員、牛尾議員 

〔執行部〕 

市 長、副市長、教育長、 

総務部長、地域政策部長、健康福祉部長（教育部参事）、健康福祉部参事、市

民生活部長、産業経済部長、都市建設部長、弥栄支所長、教育部長、 

消防長、上下水道部長  

〔事務局〕 

局長、次長、浜野書記 

 

議 題 

1 補正予算について 

2 令和4年度当初予算について 

3  執行部報告事項 

 ⑶その他 

4  陳情について 

5  その他 

以上 

 

【詳細は会議録のとおり】 

⑴ 一般会計  

⑵ 特別会計  

⑶ 水道事業・工業用水道・公共下水道事業会計  

⑴ 新型コロナウイルスワクチンの接種対応について (健康福祉部) 

⑵ ふるさと体験村の再開に向けた推進体制等について ( 弥 栄 支 所 ) 

⑴ 令和4年3月浜田市議会定例会議ケーブルテレビ放送及び再放送について  

⑵ その他  
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【会議録】 

〔 14時 05分 開議 〕 

 

笹田議長  ただいまから令和4年2月24日の全員協議会を始める。本日は芦

谷議員から欠席の連絡を受けている。議題に入る。 

 

1 補正予算について 

笹田議長  執行部から補足説明があるか。 

  （ 「なし」という声あり ） 

 

2 令和4年度当初予算について 

笹田議長  執行部から補足説明及び新年度の予算要求と重点事項に関する

考え方についての説明をお願いする。 

 

⑴一般会計  

笹田議長  総務部、地域政策部、健康福祉部、市民生活部、産業経済部、

都市建設部、消防部、教育委員会の順で説明をお願いする。 

総務部長  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

地域政策部長  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

健康福祉部長  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

市民生活部長  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

産業経済部長  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

都市建設部長  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

消防長  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

教育部長  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

笹田議長  一般会計の説明が終わった。 

 

⑵特別会計  

笹田議長  国民健康保険について、健康福祉部長。 

健康福祉部長  先ほど一緒に説明させていただいたので割愛させていただく。 

笹田議長  駐車場事業について、総務部長。 

総務部長  先ほど提案説明でご説明させていただいたとおりである。補足

はない。 

笹田議長  農業集落排水事業、漁業集落排水事業及び生活排水処理事業に

ついて、上下水道部長。 

上下水道部長  上下水道部で所管する特別会計3事業の補足及び重点項目につい

て説明する。 

  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

笹田議長  後期高齢者医療について、健康福祉部長。 

  （ 「なし」という声あり ） 

 

⑶水道事業・工業用水道・公共下水道事業会計  

笹田議長  水道事業会計、工業用水道事業会計及び公共下水道事業会計に
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ついて、上下水道部長。 

上下水道部長  上下水道部で所管する特別会計3事業の補足及び重点項目につい

て説明する。 

  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

笹田議長  以上で議題2を終わる。 

 

3 執行部報告事項 

⑴新型コロナウイルスワクチンの接種対応について 

笹田議長  健康福祉部参事。 

健康福祉部参事  資料をごらんいただきたい。 

  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

笹田議長  ただいまの報告について質疑等はないか。 

佐々木議員  小児へのワクチン接種の件について。国も非常に慎重に進めら

れており、公的関与の規定を接種勧奨のみとし、努力義務は適用

しないとしたとのことなので、今までの12歳以上の方と比べると

ワクチンの進め方が少し違うように聞いている。今さらにそうい

った説明があったので認識を深くしたわけだが、非常に心配して

おられる保護者がたくさんいる。自治体によっては一律配付では

なく様子を見たり、アンケートを取ったりもあるようだが。この

スケジュールは既に始まっており、第1クール、第2クール、ワク

チンが入る予定も言われたが、それとスケジュールが合わなくな

るのでやむなく接種券を一律配付したのかと思うのだが、その辺

はいかがだろうか。スケジュールと実態との整合性は。 

健康福祉部参事  接種券を一律に送ることについて。努力義務がないということ

は積極的な勧奨を控えるという意味では、今ご意見をいただいた

ように、接種券を皆にお送りすること自体が勧奨なのかという考

え方もあろうかと思う。このたび新たに接種の位置づけができた

わけだが、勧奨というよりまず、皆にこの接種が始まったことを

しっかりお知らせするのも大変大事な話である。皆にはどういっ

た手続きで接種ができるのかをはっきりお伝えすることは、まず

必要なことだと思っているので、全員の方への送付は必要だと思

っている。その上で、接種がどうなのかという可否は考えていた

だきたい。スケジュールというよりも皆に必要なことをお知らせ

するという観点で全員への送付は必要だと考えている。 

佐々木議員  別なチラシも準備され、微妙な広報の仕方をしっかりやってお

られるとは思っている。私が聞いたのは、既に先ほど言われた第1

クールで2月28日にワクチンが入ることが前提なので接種券を交付

して進めていかねばならないタイミングだということで。 

健康福祉部参事  ワクチンは2月28日から入り、説明もしたが4月中には対象者の

かなりの部分は納品いただくことになっている。ただ、ワクチン

自体の有効期限が数か月なので、これが来たから急いでこれを消

化しなければならないという考え方でいるわけではない。まず接

種態勢を速やかに整えるのが自治体の役割だし、そこを迅速に用
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意したということで。接種をどのようにされるかご判断いただく

が、接種を希望される方には早期対応ができるように用意してい

る。ご案内はしっかりしていきたい。 

牛尾議員  私も複数電話をいただいている。子どもへのワクチンは絶対に

反対してくれと。その場で申し上げたのは、私は5歳から11歳とい

うと孫世代になるが、うちの孫が打ちたいと言えば打たすべきだ

と思うがと言った。今の話を伺っていても、どうもトラブルにな

りそうな予感がする。その辺を十分留意してもらって、あくまで

も親御さんの了解の上で打たれる。それにしても親に全部任せる

のかという問題もあるかもしれないが、こういう難しく微妙な問

題で市役所がターゲットにならないよう、十分ご配慮いただきた

い。よろしくお願いする。 

布施議員  子どもが通われている学校との連携が必要だと私は思う。努力

義務で打つ人、打たない人が出る。それが子どもたちの間で、あ

るいは兄弟の間でも、もしくはトラブルになるかもしれない。そ

ういうことを前提にして、学校側もワクチンによる差別・区別が

ないように対応していただきたい。教育委員会は接種が始まった

ときの対応の仕方をどのように考えているか。 

教育部長  先ほど説明があったように、あくまでも任意であること、また

文部科学省からもいわゆる同調圧力がかかることがないようにと

通知が出ている。誰が打って誰が打ってないか話題になったり、

それによっていじめなどがないようにという通知も来ている。先

ほどご意見いただいたので再度教育委員会からも通知等を確認さ

せていただき、あくまで任意である、併せて文部科学省からはそ

ういったことも含めて学校での集団接種は推奨しないという通知

も出ている。保護者が同伴されることもあるので、そういったこ

とも含めて周知なり通知についてはしっかりさせていただきたい。 

笹田議長  ほかに。 

 

⑵ふるさと体験村の再開に向けた推進体制等について 

笹田議長  副市長。 

副市長  2月7日の全員協議会でもふるさと体験村の活用方針についてご

説明させていただいた。その際に、市としてはオール浜田の取り

組みとして弥栄地域の特性である農業を核とした里山の魅力発信

と、市民の交流や活動を核とした取り組みを柱として活用したい

ということ、それから受け皿となる指定管理を受けられる弥栄の

みらい創造会議においては、おもてなし拠点、地域づくりの拠点、

学びの拠点という3本柱でやっていきたいと言っておられるとお伝

えした。これを実現させるためにはどうしていくかということで、

本日はその推進体制と今後のスケジュールをご説明させていただ

く。資料をごらんいただきたい。 

  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

  以上のような体制とスケジュールで今後しっかり取り組んでま
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いりたいと思っている。本日先ほどの3月定例会議の本会議におい

て施設条例の改正、それから必要な予算等についても提案させて

いただいている。しっかりと市が、私が先頭に立ってふるさと体

験村が市民のためになるように頑張っていきたいと思っているの

で、どうぞよろしくお願いする。 

笹田議長  ただいまの報告について質疑はないか。 

串﨑議員  私もその後弥栄市民の方、弥栄のみらい創造会議の方が、今言

われた運営推進体制について度重なる議論をされたと承知してい

る。私もご存じのとおり弥栄出身である。どうか議員皆のご理解

をいただきたく再度こうしてお願いしておく。 

笹田議長  ほかに。 

牛尾議員  先般の自由討議の折に欠席していたのでここで手を挙げるのは

どうかと思ったが、私も弥栄の応援団の1人としてここ数年かかわ

ってきた。その観点から言うと弥栄のみらい創造会議があれを背

負っておやりになるという認識でよいだろうか。そうすると、う

まくいくことを祈っているが最終的にそうならなかったときに、

責任はどうなるのか。どこが責任を取るのか。金銭的ではなく施

設総括を受ける責任者はどこの誰になるのか、もしわかれば教え

てほしい。 

副市長  この施設は先ほど申したように浜田市の施設なので、指定管理

には出すが施設が有効に活用できないと判断したときは最終的に

は市が責任を持って判断する。 

笹田議長  ほかに。 

佐々木議員  今までいろいろな資料を拝見して、今回もコンパクトでわかり

やすい。浜田市が総力を挙げて取り組むような組織体制も見えて

きたと感じている。気になるのが先般言われていたジェイアール

東日本企画のかかわり。結局誘客ができないと幾ら事業ばかり煮

詰めても当然無駄になるので、ジェイアール東日本企画を巻き込

むというか、ジェイアール東日本企画の支援の一番大きなものと

いうのはいかに誘客率を高めるか。そういう取り組みだと思うの

だが、それがないようなことにいまだになっているので、そこが

少しでも見えてこないとなかなか今後の議論になっていかない気

がするのだが。ジェイアール東日本企画の支援についてわかる範

囲で伺いたい。 

副市長  ジェイアール東日本企画については前回の全員協議会で説明し

たように1月7日、8日に浜田市に来ていただき、実際に見学もし、

意見交換もした。実は今回は浜田市と地元の弥栄みらい創造会議

のことを中心にやっているが、既にジェイアール東日本企画から

も集客に向けた提案書はいただいている。ただ、まだ私ども市な

り指定管理者がしっかり腹入れをしてから、また今後議会にもお

示ししたいということで、集客の専門家としてジェイアール東日

本企画がアドバイス、また企画書もいただいているので、今後は

必要であればその資料もご用意して説明させていただきたい。ジ
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ェイアール東日本企画は北海道から四国までのいろいろな自治体

にかかわって地域おこしや集客の実績もあるので、私たちもしっ

かり参考にさせていただき、また協力していただいて、まずは地

元の市内外の人の集客、そこからだんだん広げていくという考え

でやっていきたい。 

 ちなみに前回お示しした資料の一部にはジェイアール東日本企

画から提案いただいたものも入っている。今日は用意していない

が、もし必要であればごらんいただければ。8ページにある、なぜ

浜田として注力すべきかというところ、このあたりはジェイアー

ル東日本企画のつくられたものをベースにつくっている。 

佐々木議員  詳しくはまた予算でお願いすることになると思うが、その資料

も持っているのだが、「知りたい行きたい住みたい」というよう

なことが書いてあって、具体的にどうやって知ってもらうのか、

来てもらうのか、住んでもらうのかというのがほとんど見えてこ

ないので、できればまたジェイアール東日本企画が示せる範囲で

示していただければ、また今後の議論がしやすいと思っている。

今のところそのように思っている。 

笹田議長  ほかに。 

肥後議員  今週月曜日に弥栄町や市内の各個人、団体のところに伺って、

副市長がおっしゃるふるさと体験村についてどのように聞いてい

るか、どう思われているか、個人的に話を聞いてみたところ、皆

まだ不安をすごく訴えられていた。先般からの副市長からのプレ

ゼンテーションには非常に心を打たれ、今日もこうして資料を拝

見して、私個人としては応援したい気持ちはあるのだが、いざ現

地に行って聞いてみるとまだそこまでお話がしっかり浸透してな

いのかと疑問を感じたので、その辺しっかりアフターフォローと、

同時進行に計画をはっきり示してあげて、関係団体、個人の方も

話が見えてこないとしっかり打ち込めないと思うのでお願いする。 

副市長  これまでも弥栄地域の総意があるのかといったご質問もいただ

いている。確かにまだ多くの住民に説明が足りてない部分がある

と思う。今回の資料等については先ほど来申している、中心にな

っておられる若手農業者の方を中心につくっていく方向があるの

で、また弥栄支所としっかり連携して、地域にできるだけこうい

う資料もお見せしてから、皆のご理解を得て一緒に取り組めるよ

うに進めていきたい。 

笹田議長  ほかに。ないようなのでこの件は終了する。 

 

⑶その他 

笹田議長  執行部から報告事項があるか。 

  （ 「なし」という声あり ） 

  この後執行部は退席となるが、議員から確認しておきたいこと

があるか。 

  （ 「なし」という声あり ） 
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  ないようなら議題3を終わる。執行部はここでご退席いただいて

構わない。 

 

《 執行部退席 》 

 

4 陳情について 

笹田議長  今定例会議で取り扱う陳情を2月10日木曜日13時に締め切ったと

ころ、14件の提出があった。配付してある陳情付託案のとおり、

総務文教委員会に7件、福祉環境委員会に1件、産業建設委員会に4

件、議会運営委員会に2件、それぞれ審査を付託するのでよろしく

お願いする。なお、継続審査となっている1件についても、議会運

営委員会で審査をお願いする。 

 

5 その他 

⑴令和4年3月浜田市議会定例会議ケーブルテレビ放送及び再放送について  

笹田議長  事務局長。 

古森局長  （ 以下、資料をもとに説明 ） 

  3月定例会議のケーブルテレビ放送について、放送予定を載せて

いるのでご確認いただきたい。 

  施政方針、教育方針が2月26日、会派代表質問が2月27日、個人

一般質問が3月1日、2日、3日となっているので確認をお願いする。 

  また口頭で申しわけないが2点ほどお願いする。先週の議会運営

委員会でお知らせしたとおり、予算決算委員会の発言通告の提出

締め切りが、明日25日の午後1時としているのでよろしくお願いす

る。もう1点、はまだ議会だよりの原稿締め切りについては、会派

代表質問・個人一般質問とも3月9日水曜日の午後3時としているの

で、よろしくお願いする。 

笹田議長  補正予算も当初予算も明日25日の13時締め切りなので、皆どし

どし出すようにお願いする。ただいまの件について確認しておき

たいことがあるか。 

  （ 「なし」という声あり ） 

 

⑵その他 

笹田議長  最後に議員から何かあるか。 

  （ 「なし」という声あり ） 

  これで全員協議会を終了する。 

 

〔 15時 32分 閉議 〕 

 

浜田市議会全員協議会規程第6条の規定により、ここに全員協議会記録を作成する。 

 

浜田市議会議長  笹 田   卓   


